






















































衆の動員に重心を置いた。しかし、内人党は 1927 年 7 月 10 日に「三ヶ月以
























































衆の動員に重心を置いた。しかし、内人党は 1927 年 7 月 10 日に「三ヶ月以
















しかし、野津はほかの 14 人の顔ぶれについては、ふれていない。 
 
 
図 1 内人党中央執行委員会常務委員会の写真10 
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Atwood は 1925 年 10 月の時点では、金永昌（宣伝部担当）、富明泰（組
織部担当）、郭道甫（秘書）、白雲梯、楽景涛、包悦卿、李丹山の 7 人が中央
執行委員となり、ダムバドルジ、ボヤンネムフ、オシーロフは同党の組成に
携わった外国人アドバイザーであるとした。また氏は 1925 年 11 月に組織部
の担当者が富明泰から呉子興へ、1926 年夏に宣伝部の担当者が金永昌から額
爾根巴図（エルヘムバト）にかわり、1927 年 4 月に郭道甫にかわって伊徳
欽が中央執行委員会の秘書になったとした。そして 1926 年 8 月～12 月にナ
スンバトが人民党代表として内モンゴルを訪れ、外国人アドバイザーの役を
担ったとした27。 





フと一緒に the agony of Inner Mongolia（内モンゴルの苦難状況）というパ
ンフレットを著し、1926 年 3 月に党の資金を張家口からヘシクテン旗に運
送する途中に、おそらく匪賊に殺されたとした。 
金永昌は 1925 年 11 月 12 月頃に荊棚で創設された蒙古軍官学校の責任者
で、1926 年 8 月からはウランバートルでの内人党代表の相談役を担い、同
年 12 月に人民党の第五次大会に参加したとされている。なお蒙古軍官学校
は楽景涛が創設し、同時に彼は蒙旗民兵訓練処を設置している。 




駐北京ソ連領事館に働いていたオシーロフは 1925 年 3 月28にコミンテル
ンのエージェントとして内モンゴルを訪れ、内人党の組織に携わり、その創





他方、フスレは、図 1 の写真と藤野報告、そして中央執行委員会が 1925
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に撮られた図 2 の写真の第 4 列左から 1 番目は呉子興である。もし、10 月
13 日の成立大会時点で、呉子興が中央執行委員会の常務委員であったとすれ
ば、彼が図 1 の写真に写っていないことに説明がつかない。 
 
 



















られ、中央部会には中央執行委員 21 席を設け、その中 7 人を常務委員、









 「白雲梯先生事略」と Atwood の論考を整理すれば、まず常務委員は伊徳
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内人党は 1925 年 10 月の成立大会では 21 人からなる中央執行委員会を選
出し、その時点では金永昌、富明泰、郭道甫、白雲梯、楽景涛、包悦卿、李
丹山の 7 人が常務委員であり、11 月からは、呉子興、ボヤンネムフ、翌年の
夏には額爾根巴図が常務委員の責務を果たし、軍事的、外交的な要務に工作
の重心を移す金永昌、富明泰の替わりに、額爾根巴図が宣伝部を、呉子興が
組織部を担当した。分裂直前の 1927 年 4 月の伊徳欽の秘書担当は、1927 年
7 月 10 日の公告から顕わになった白雲梯と郭道甫の対立の先触れである。 
                                                          
1 星野昌裕「内モンゴル人民革命党と中国共産党による地域統合：20 世紀半
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